
『アゲイン』

あんず　ゆき/作
丹下　京子/絵

フレーベル館
１５４０円

「今晩のごはんは、ぼくひとり」「お弁当を
買って食べるの」そんなとき、子どもがひと
りでもはいれるのが”子ども食堂”です。ふ
としたきっかけで、子ども食堂に行くように
なった小６アオイ。そこで出会う人たちに影
響を受け、アオイの心は変化していきます。

『オリヒメ
　　　　人と人をつなぐ分身ロボット』

吉藤　オリィ/著
加藤　悦子/文

子どもの未来社
１６５０円

最近、お店などで動くロボットを見かけたこ
とはありませんか？この本に出てくるロボッ
トの名はOriHime（オリヒメ）。操作している
のは、様々な難病を抱えている人たちで、
自宅などから遠隔操作をしています。新た
な世界を知るきっかけになる本です。

『給食が教えてくれたこと』

松丸　奨/作

くもん出版
１５４０円

学校の給食って、どうやって作っているんだ
ろう？「最高においしい給食」を目指して、
栄養士の松丸さんは奮闘します。本の中に
は、栄養士を目指したきっかけや松丸さん
が考えた給食レシピも載っているので、ぜひ
手に取って読んでみてください。

『金色の約束』

松本　聰美/作
黒須　高嶺/絵

国土社
１５４０円

小さいころ仲良しだったトモちゃん。5年生
になった今では、学校の廊下で会っても知ら
んふりだ。だが、じいちゃんの秘密の地図を
持って、2人で砂金を採りに行くことになっ
た。離れていた心が再び近付き、おれたち
は、新たな約束をかわす。

2024年度「夏休み読書案内」≪4・5・6年生向き≫

町田市立公立図書館・町田市公立小学校教育研究会図書館部
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   もうすぐ楽しい夏休みが始まります。夏休みを利用して、みなさんにたくさんのす
てきな本に出会ってもらおうと、｢夏休み読書案内」を作りました。ここで紹介され
ている本は、市立図書館の職員の方や小学校の先生方、図書指導員さんが選んだ
ものです。この読書案内を参考にして、夏休みはたくさんの本を読みましょう。



『草の背中」

吉田　道子/文
さげさか　のりこ/絵

あすなろ書房
１４００円

「咲さん、わたしは11歳のわたしにいいた
いのです。人生は長い、と。」さっぱり、きっ
ぱりとした祖母のこよみさんが、11歳の咲
に伝えたかったこととは…。「草の背中のよ
うに」という意味とは・・・。さもしい話から
広がるほんわか温かいお話です。

『すごい！
　　　　ミミックメーカー』

竹内　薫/監修

西村書店
１９８０円

ミミックメーカーとは、動植物のすぐれた所
を見つけ、それをヒントに技術開発をする
人のこと。例えば、新幹線の先頭の形。ある
生き物が水に飛びこむ時の形をまねするこ
とで、そう音をへらす事に成功。他にもいろ
いろなテクノロジーが紹介されているよ。

『せんそうがおわるまで、あと2分』

ジャック・ゴールドスティン/作
長友　恵子/訳

合同出版
１９８０円

足が速く強いジムと、いつでも彼より2分遅
れてしまうジュール。そんなふたりは、小さ
い時から大の仲良し。やがて戦争が始まる
と、ふたりは兵隊となり最前線で戦うこと
に。コミカルに思えた2分おくれのエピソー
ドは、まさかの結末へ…。

『聴導犬ふく　家族ができた！』

鈴木　びんこ/作

株式会社　新日本出版社
１７６０円

聴導犬の認定試験に合格したふく。パート
ナーになったみかさんは、4人家族。全員耳
が聞こえません。聴導犬ふくは、どんなふう
に仕事して、どんな毎日を送っているので
しょう。聴導犬の仕事と日常をわかりやすく
楽しく伝える絵本です。

『夏に、ネコをさがして』

西田　俊也/作

徳間書店
１８７０円

６年生の佳斗は、亡くなった祖母の住んで
いた家に夏休みに引っ越した。おばあちゃん
の飼っていたネコが、ある日行方不明に。ネ
コを探しているうちに、亡くなった祖母の思
い出に出会い、まわりの人々のことを知り、
かけがえのない友達と出会う夏休みに…。

『ONE WORLD たったひとつの地球

　　　　　今この時間、世界では・・』

二コラ・デイビス/作
ジェニ・デズモンド/絵
長友　恵子/訳

フレーベル館
１７９３円

あなたは今、地球のどこにいるの？そこは
何時？ひょっとして朝ごはんを食べる時
間？それともねる時間？今、地球の他の場
所では、何が起きているんだろう。地球に
ついて知り、考えるきっかけとなる絵本で
す。




